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2023年度(2023年4月1日～2024年3月31日)に公益財団法人日印協会が実施した事業活動と決算報告は、去る
５月に理事会ならびに評議員会に上程、慎重な審議の結果、承認されました。以下に、議案書を概括して
記載します。
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理事会の議案
<決議事項>
第1号議案　「2023年度事業報告（案）」の承認の件（決議議案）
第2号議案　「2023年度決算報告（案）」の承認の件（決議議案）
第3号議案　「定例評議員会の招集の件（決議議案）
第4号議案　「役員異動」の件
第5号議案　「会員状況」の報告の件（報告議案）

◆第1号議案: ｢2023年度事業報告(案)｣の承認の件…下記の内容を報告し、審議の結果、承認されました。
＜一般概況＞
2023年度に入りわが国も、5月にCOVIDパンデミックが５類に移行し、これまでの行動制限が緩和され
て、漸く人々の往来や対面での会合が行われるようになってきた。その流れは政府や民間ベースの場面で
も様々な交流が見られるようになった。慣例としてきた日印首脳相互訪問は、2019年度以来途絶えたが、
2023年3月に岸田総理がインドを訪問し、相互訪問が再開された形である。その後の首脳間交流としては、
2023年度に入った5月に、G7サミットの議長国として岸田総理がモディ首相を広島に招待したのに続き、9
月にはモディ首相の招待で岸田総理がG20サミットに出席した。その都度モディ首相と首脳会談を行っ
た。日本がG7、インドがG20のそれぞれ議長国としてリードしたこの姿は、まさに世界の平和と安定に貢
献するに最もふさわしい二国間関係の象徴のごとく印象付けたと言える。日印協会の当該年度最大のトピ
ック事業は、７月の菅義偉会長の訪印であり以下にその内容評価と、さらに今期、日印間で政府レベルの
取組みと、協会として実施してきた活動を振り返る。
＜日印協会の活動＞
１．2023年7月2日から5日まで、菅義偉日印協会会長は、会長として初めてインドを訪問した。同行した経
団連を中心とした100人規模の経済ミッションのメンバーとともに、モディ首相との会談をおこなったほ
か、グジャラート州まで足を運び、日本の協力で建設が進むムンバイ—アーメダバード新幹線の工事現場
視察も行った。またデリーでは、インドの経済団体であるインド商工会議所連盟（FICCI）とインド工業
連盟（CII）とそれぞれ合同ミーティングを行った。モディ首相との会談では、日本企業がおかれている困
難なビジネス環境改善を取り上げた。またIT分野を中心としたインドの高度人材受け入れ策についても強
調した。双方の経済団体との会合でも、現地に進出した日本企業のビジネス環境の改善を求めた。それぞ
れの場ではインド側から、2020年菅義偉内閣時に、COVIDパンデミック禍のインドに対して、人工呼吸
器、酸素濃縮器を無償提供のほか無償資金供与などをいち早く実施したことに謝意が示された。このよう
に、菅会長による日本企業のインドにおけるビジネス環境改善に向けた一連の動きは、2023年10月の
FICCI会長らによる答礼表敬訪問の場でも、また年度跨ぎではあるが、2024年4月2日のCII会長らの答礼表
敬においても改めて取り上げ、それぞれから一定の改善約束などの感触が得られた。今後の進捗に注目し
たい。
２．次に、2023年度に日印協会が主催したイベントについて挙げる。
(1)　2023年6月8日に、在京インド大使館で、7月2日からのビジネスミッションのための事前勉強会を開催
した。菅義偉会長の挨拶と齋木昭隆理事長の基調講演のあと、6人のパネラーによるディスカッションを行
った。
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＜会員状況＞
①法人会員
協会の活動と財政基盤を支える法人会員の数は、2023年3月末現在148社であったが、2024年3月末には191
社と43社増加した。（2024年5月13日現在199社）新規に特別法人として入会いただいたのは次の15社。　株
式会社ディー・エヌ・エー、富士フイルム株式会社、株式会社メタルワン、戸田建設工業株式会社、千代
田化工建設株式会社、エアー・ウォーター株式会社、黒崎播磨株式会社、サントリーホールディングス株
式会社、グローバルヒューマニ・テック株式会社、株式会社SMI、DennysWorld Public Charitable Trust、
株式会社フジタ、蔵町工業株式会社、株式会社川内登美子・植物代替療法研究所、ARMS株式会社
一般法人として入会いただいたのは次の30社。株式会社IHI、住友不動産株式会社、A’ALDA Pte.Ltd.、日
精エー・エス・ピー機械株式会社、医療法人創生会 町田病院、オーウィル株式会社、株式会社テレビ東
京、大成建設株式会社、アーチ株式会社、Art ofLiving、株式会社サンウェル（復活）、山九株式会社（復
活）、G-8 InternationalTrading株式会社、積水ハウス株式会社、株式会社帝国ホテル、日本信号株式会社、

(2)　9月13日にイイノホールで開催された、読売国際会議「日印協力が果たすべき役割」（読売国際経済懇
話会・読売新聞社主催、日印協会・在日インド大使館後援）では、菅義偉会長のスピーチと、齋木昭隆理
事長がシビ・ジョージ駐日インド大使とともにパネラーとして登壇し、活発なやり取りがなされ、その内
容について同紙でも大きく報道された。
(3)　定例の活動事業としては、2022年9月にスタートした、法人会員対象の「月例朝食講演会」を毎月実
施した（8月は休会）。2023年度の講師は、2023年4月　森本 敏元防衛大臣 5月　林 芳正外務大臣（当時）
6月　渡部恒雄笹川平和財団上席研究員 7月　シビ・ジョージ駐日大使 9月　小野寺五典元防衛大臣　10月　
櫻井よしこ氏 11月　阿古智子東京大学大学院教授 12月　ジュネジャ・レカ・ラジュ亀田製菓会長 12月　
上川陽子外務大臣（昼食講演会） 2024年1月　岡野正敬外務事務次官 2月　田中明彦JICA理事長 3月　千
玄室 裏千家大宗匠の方々で、12月の2回分を含め計12回開催した。出席いただいた法人会員の経営トップ
層の皆様からは、「ほかでは殆ど聞けない講演会だ」との賛辞をいただいている。
(4)　講演事業はほかに、9月のナマステインディアのタイミングに合わせ、山田真美日印協会理事による
講演「最新インド事情―インドの未来を担う北東部七州」を好評のうちに実施した。
(5)　会員のための勉強会として、2024年1月から5回シリーズで、「インドの法律に関するセミナー」を行
っており、法人会員の法律事務所4社に手を挙げていただいた。それぞれ実践的なテーマを取り上げ、出席
者と講師で熱心な質疑応答がなされている。（2024年5月最終）
(6)　また新企画として、主として個人会員対象に「天竺茶話会」を2023年10月から始めた。大学で行うよ
うなゼミ形式で、最初講師から30分ほど月ごとに異なるインドのあらゆるテーマについて紹介があり、続
いて参加者によるフリーディスカッションを行うもの。毎回定員を超える申し込みとなっている。

◆第2号議案：2023年度決算報告書(案)の承認について・・・決算報告書に基づき以下のような説明をし、
承認されました。
＜収支状況＞ 
(1)主として会費収入と事業収入から構成される経常収益は38.0百万円と対予算31.6百万円に比べ640万円の
増収、前年実績より650万、前々年実績より1,600万円増となった。その理由としては、法人会員の増加に
よる会費収入が、前年より372万円増であることに加え、講演会などの事業収益が前年比233万円の増が主
たるものである。また現金による寄付金として、10万円の浄財をいただいた。
(2)他方、主催事業開催事業費や月刊誌・季刊誌発刊、ホームページなどの情報発信費用からなる直接事業
費、及び役員報酬、職員給与、事務所費用などからなる間接事業費の二つから構成される経常費用は38.3
百万円で、前年より3百万円、前々年より1,500万円支出増となった。講演会の費用支出が主なものであ
る。
(3)当期の経常損益は、30万円の赤字となった。2期続いた300万円余りの赤字より改善した。なお、本項に
ついて、5月13日に高梨監事に監査いただいた。
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株式会社ニトリホールディングス、株式会社阪急交通社、株式会社三菱地所設計、株式会社鈴与、株式会
社静岡銀行、株式会社静岡ガス、亀田製菓株式会社、野村不動産株式会社、公益財団法人笹川平和財団、
株主総会BS日本、公益財団法人フォーリン・プレスセンター、株式会社交洋、日本電子株式会社、株式会
社トビア
これに対して、2023年度内の退会法人は、株式会社ハウラー、株式会社國商の2社。従い、今年度の法人会
員は差し引き43社の増加となった。なお、2024年度に入ってから、新たに8社増えさらに1社間もなく入会
見込みで200社が見えてきた。
②　個人会員：
昨年3月末現在で360人であったが、今年3月末では354名。うち、構成内容についてはインド人会員34人
（昨年同期45人）、学生会員6人（昨年同期8人 一昨年15人）とインド人会員、学生会員の減少が見られ
る。

Ⅱ. 2024年度定例評議員会
　2024年6月14日(金)15:00～16:00、日印協会会議室にて、8名の評議員のうち6名の出席により開催されま
した。評議員会の議案は次の通りです。

評議員会の議案
議案：
第1号議案：「2023年度事業報告書」の承認に関する件 
第2号議案：「2023年度決算報告」の承認に関わる件
第3号議案：「評議員会の招集」に関わる件
第4号議案：「2024年評議員、理事及び監事の改選」 の報告
第5号議案：「会員状況」の報告の件

事業年度内の役員の異動は、理事・副会長の大橋徹二氏（コマツ代表取締役会長）と、中村邦晴氏（当時
住友商事取締役会長、現同社特別顧問）が再任され、中西勝也氏（三菱商事代表取締役社長）が、前任の
平井康光氏の同社代表取締役ご退任に伴い理事・副会長に新たに就任された。また長いあいだ監事を務め
ていただいた江田 仁氏（元帝京大学教授、元インド三菱重工社長）には6月に退任頂いた。平井康光 前副
会長と江田 仁 前監事のお二人に感謝申し上げる。
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「ただ目の前の一人に命を使う」

本
来
我
に
は

生
命
も
い
ら
ず

名
声
も
い
ら
ず

名
誉
も
い
ら
ず

財
宝
も
い
ら
ず

地
位
も
い
ら
ず

他
を
生
か
し

人
を
利
し

7

小野龍光（個人会員）

1974年3月19日の佐々井秀嶺上人手記
「一切の人の為に我を捨て」

　「一切の人の為に我を捨て」
- この手記のタイトルどおりの
生き方を、今もインドで貫い
ていらっしゃるのが、佐々井
秀嶺上人というお方です。今
年、数えで90歳。岡山県出身
の日本人でインド国籍。60年
ほど前にインドに渡り、その
後ずっと、今に至るまで、イ
ンドで仏道を説き続けていら
っしゃいます。インドの元首
相、ラジーブ・ガンディー氏
より国籍を授与され、いまや1
億5千万人ともいわれるインド
仏教界を率いる立場の方でい
らっしゃいます。
　そんな日本人が存在する事
すら全く知らずに50年ほど生
きてきた自分が、たまたま旅

行で訪れたインドにて、その
佐々井上人に逢わせて頂くご
縁を頂戴し、その生き様に感
銘を受け、頭を丸め仏道への
門をくぐらせて頂いたのが、2
年前の出来事です。
　それまでの自分は、「新しい
技術で新たな事業を創り、誰
かの役に立つ生き方を死ぬま
で貫きたい」との想いで、20
年以上、インターネットビジ
ネスの世界で過ごしておりま
した。
　有り難い事に、多くの事業
を立ち上げる機会を通して、
たくさんの仲間にも恵まれ、
経済的にも何不自由ない生活
を手にすることができまし
た。ですが、それでも「なに

かもの足りない」と感じてい
た自分は、「もっと次の何かを
手にすれば満たされるのでは」
と、ただひたすら「規模の拡
大」「効率」に囚われていくよ
うになり、目の前の社員やお
客さんとの時間も分単位で惜
しむような生活をするように
なっていきました。
　もともとは「誰かの役に立
ちたい」と始めた事業なの
に、気がつけば、それは「自
分の為すことの規模や、その
名声」のための手段となって
しまっているのでは…。そう
した違和感がありながらも、
自身の満たされない気持ちを
埋めるべく、「成長・規模こそ
正義」なのだと自身を言い聞

小さな一部屋に、お風呂もシャワーも無く、トイレはバケツ一つ。
アポ無しでも来るいかなる人をも拒まず、大物政治家であろうと、
旦那の愚痴を言いたい奥様だろうと、ひたすらに
耳を傾け話しを聞き、仏の道を説いていく。
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佐々井秀嶺上人(右)から得度を受ける著者(2022年10月、インド・ナーグプル）

まみれ」（佐々井上人談）で
悩み苦しみ生きる地だったそ
うです。その地で佐々井上人
は、仏道の教えを通して、
人々に、学び、協力し、努力
することで、自分の生き方を
自ら変えていける事を説き始
めました。その仏教は、約
2500年前にインドで生まれた
にも関わらず、約800年前に
は歴史の渦の中でインドでは
一度ほぼ滅びており、約60年
前に佐々井上人が説法を始め
た時は、反発を受け、石を投
げられたり衣を剥がれたりす
る事もある、存在感の無い教
えだったそうです。ですが、
佐々井上人は、ただ目の前で
苦しむ一人ひとりの為に、時
に井戸掘りや大工の仕事な
ど、祈ることだけではなく自
ら「泥まみれ、クソまみれ」
になって、人々の為に身を粉
にする日々を過ごしてきたそ
うです。
　その佐々井上人のいるナー

かせながら「さらなる成長」
を求めてしまう。その事業
が、「誰かのため」なのか、た
だ「規模」のためなのかも、
自身でわからなくなり苦しみ
を感じながら…。
　いよいよ自身の違和感に耐
えきれなくなり、「このままの
生き方では自分がダメにな
る。生き方をリセットしよう」
という思いに至り、それまで
の仕事を辞め、「時間もできた
し、リフレッシュのつもりで」
ふらりと訪れたのが、２年前
のインドでした。時間もたっ
ぷりあったので、特に行き先
を決めずに、思いつくままイ
ンド国内を旅をしよう…。そ
んな軽い気持ちで始まった旅
行でした。その当時の自分
は、佐々井秀嶺氏のことはお
ろか、仏教のことも大した知
識はもたず、仏教を含めたす
べての宗教は、「自分に自信の
無い人が頼るもの」という程
度にしか見てない人間でし
た。ですので、インドへの旅
行に出かける時は髪の毛もあ
り、平服を着て出かけていっ
たのですが…。まさか、帰っ
てくる時には丸めた頭でオレ
ンジの袈裟に身を包んだ姿に
なっているとは、旅行を始め
た時には全く予想できない事
でした。それだけ、その旅行
中の佐々井上人との出逢い
は、自分にとって衝撃的なも
のだったのです。
　佐々井上人が約60年前、単
身でたどり着いたナーグプル
という街は、差別や極貧にあ
えぐ人々が「泥まみれ、クソ

グプルに、自分が２年前には
じめて訪れた時にまず感じた
のは、他のインドの街との様
子の違いでした。朝暗いうち
から人々が外の掃除を自ら行
い、多くの人が目をみて笑顔
で挨拶をしてくる。他のイン
ドの都市だけではなく、日本
でも見かけないような「気持
ちの良さ」を感じる街とし
て、驚きを感じました。そし
て、街を歩いていると「佐々
井上人のおかげで、自分のお
婆ちゃんは教育に力を注ぎ始
め、孫である自分は海外の企
業で働けるようになったん
だ。そこで稼いだお金で、お
婆ちゃんにこんな立派な家を
建ててあげたんだ。」といっ
た、佐々井上人への感謝の言
葉が世代を超えてあちこちで
聴こえてくるのです。自分が
感じたナーグプルの「気持ち
の良さ」は、経済の発展によ
る街の外観やインフラの成長
だけではなく、そこに住む
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うものなのかもしれない…。
そんなふうに、初めて会った
ばかりながら、佐々井上人の
存在に衝撃を受けながら、魂
を揺さぶられる自分がいるの
を感じていきました。
　その佐々井上人から、旅行
で訪れた自分に、突如「おま
えもボウズになれ！」と声を
掛けて頂く…。それは自分に
とっても、全く想像していな
かった事ではありました。で
すが、それまで信じてきた
「経済成長こそ正義」という
価値観から離れて、その後の
生き方に悩んでいた自分にと
っては、「これは、自分の人
生をやりなおす有り難い縁な
のかもしれない」と、佐々井
上人の元で頭を丸め仏道の門
をくぐらせて頂く決意をいた
しました。
　それからは、佐々井上人の
生き様を頼りに、仏道を学
び、その実践をしながら、物
やカネをほぼ全て手放し、肩
書も一切捨てて、ただ縁の生
まれた方の元に参ってお役に
立つべく精進させて頂く、そ
んな生活をさせて頂いており
ます。その生き方が始まり、
今にいたる約２年間では、自
分がインドへ何度か参る際
や、佐々井上人が日本にいら
っしゃる際にて、佐々井上人
の側につかせて頂き、その生
き様からの学びを頂く機会
を、有り難くも頂戴いたしま
した。佐々井上人の側につか
せて頂くと、その都度、様々
な学びを頂戴するのですが、
いつでも変わらず、そこにあ
るのが「ただ、目の前の一人

人々の心の発展が作り上げて
きたものかもしれない…。そ
んな様子にも感銘を受けたの
ですが、さらにショックだっ
たのは、佐々井上人と共に過
ごさせて頂く時間で感じる、
佐々井上人の生き様でした。
自分のような、どこの馬の骨
ともわからぬようなアポ無し
でやってくる旅行者だけでは
なく、実に様々な方々が次か
ら次へ訪ねて来ても、ただひ
たすら向き合い、話しを聞
き、想いをこめて声をかけて
いく。そして、求められれ
ば、その人の所へ向かい、全
身全霊で応えていく。時に日
の出前から、痛む腰を抱えな
がらボロボロの車に片道何時
間も揺られて法要に出かける
事もあれば、夜中近くになっ
ても、求める人々の元へ向か
っていく。小さな身体で、歩
くのもフラフラになってで
も、説法を求める人たちの前
では、ガラスが揺れるほどの
エネルギーに溢れた声で「あ
なたたちは、自らを変えてい
けるのだ」と、苦難にあえぐ
人々を奮い立たせるメッセー
ジを放つ。まさに「我の生命
などいらず、他を利して」と
いう言葉を地で行く、そんな
生き様だったのです。なぜ自
分は今まで、こんなすごい方
を知らなかったのか…。とは
いえ、日本でもそこまで知ら
れているわけではない。それ
は恐らく、佐々井上人の、た
だひたすらに「我」よりも
「他」のための行動原理にあ
るからではないだろう…。こ
れが本当の「人のため」とい

に命を使う」という生き方で
す。その中で印象深いエピソ
ードを２つ…。
　昨年６月に佐々井上人が４
年ぶりに来日され、１ヶ月強
かけて全国を行脚した際の事
です。以前、佐々井上人が大
変お世話になり、すでに他界
された方のお墓参りに、運転
手役を兼ねて随行させて頂く
こととなりました。数年ぶり
に訪ねたその方の墓地は、お
墓の数も増え景観も変わって
おり、なかなか目的のお墓が
見つけられず、雨の中、足腰
の強くない佐々井上人ととも
に、自分も墓地をあちこち巡
って１時間弱ほど探し回りま
した。雨も強まる中で、なか
なか目的のお墓が見つからな
い状況でも、佐々井上人は恩
ある方のお墓を探し続け、よ
うやく、その方のお墓にたど
り着きました。それまでも、
雨のなかあちこち歩きっぱな
しだったのですが、佐々井上
人はそこから、雨の中傘もさ
さずに長い長いお祈りを始め
られたのです。自分が佐々井
上人に傘をさそうとしても遮
られて、「おまえも一緒にお
経を上げろ」とのことで、ご
一緒させて頂きました。すで
に故人となっている方に対
し、周りには他に誰もいない
墓地の中で、雨にうたれずっ
とお経を上げ続けるのです。
恩ある方に、ただ感謝の想い
をこめて向き合う。その姿勢
に、大変胸を打たれました。
　そして、その日本行脚での
体験での、もう一つのエピソ
ードを…。
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りお断りのお返事でありまし
た。ですが、それにも関わら
ず、佐々井上人は「いいん
だ！行くんだ！行くと伝え
ろ！」とおっしゃるのです。
周囲の方々も「ご迷惑かもし
れないのだから…」「明日な
ど、またの機会にしては…」
と諌めるのですが、それでも
佐々井上人は「明日のことな
ど考えるな！いま！行けー
っ！！」と運転手役の自分
に、すぐに車を出発させるよ
う促し、その方のお家に向か
ったのです。有り難くも、無
事その方とお会いでき、しっ
かりとお話ができ、お宅から
失礼させて頂く際には、その
方もとても嬉しそうに涙ぐみ
ながら我々を見送って頂き、
佐々井上人とお家を後にした
のでした。そして、帰りの車
中、佐々井上人はポツリと
「ほらな。行って良かっただ
ろ。(その方も自分に)会いた
かったんだよ。」と嬉しそう

とあるお寺での会合で、過去
何度か会った事のある、懐か
しい方の顔が見えないと心配
された佐々井上人。お寺の方
が、その方のお家に電話を掛
けてみたところ、その娘さん
より「母は認知症も出始めて
おり、体調も良くないからお
寺には行けない」とのお返事
がありました。それを聞いた
佐々井上人は、「今から、その
方の元へ会いに行く」と急に
仰ったのです。お寺からその
方のお家までは車で片道40分
ほどです。すでに陽も暮れか
けで、お寺に集まるみなさん
との夕食会がもうすぐ始まる
タイミングでした。佐々井上
人の意向を元に、お寺の方に
お願いし、先方の娘さんに
「これからお家に参りたい」
と電話でお伝えしてみると、
娘さんからは「今は大丈夫だ
が、いらっしゃった時に認知
症が出るかもしれず、ご迷惑
がかかるので…」と、やんわ

に仰ったのです。佐々井上人
も、お相手の方もご高齢で
す。次、いつ会えるか分かり
ません。明日だったとして
も、体調や認知症の状況で
は、会っても話しができなく
なっているかもしれません。
「ご迷惑だから…」との先方
からのお断りも、インドから
日本に来た佐々井上人が、わ
ざわざ寺の会合を抜けて自分
の家まで来る事を恐縮しての
事でしかなく、本当は会える
のであれば会いたいだろ
う…。そんな事を考え、佐々
井上人は、仮に夕食の会をみ
なさんにお待たせする事にな
ったとしても、「いま！行
け！！」と、今ここでしか会
えないかもしれない人に向き
合おうとするのだ…。明日は
どうなるか分からないから、
いま、大切だと思う人に向き
合うのだ…。とても胸に熱い
ものをこみ上げつつ、その姿
から、そんな学びを頂く体験
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ばならないと思います。
　しかし、どんな状況であっ
ても、人は、他の人との協力
関係なしには生きられないの
は変わらぬ事実ではないでし
ょうか。そして、「協力」関
係は、「我の利」を張り出す
だけでは成り立たず、「他の
利」を思いやらねば成り立た
ぬことも、また事実ではない
でしょうか。
　それは、人と人との関係に
留まらず、国と国との関係は
もちろん、人と自然との関係
にも当てはまることだと考え
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となりました。
　時にインド仏教界の最高指
導者と謳われる佐々井上人で
すが、それは本人が求めたも
のではなく、ただひたすら目
の前の一人に向き合う、その
生き様の積み重ねの結果でし
かないのだと考えておりま
す。そこでは、規模だの効率
だのといった言葉はなく、た
だ「その一人の為」の一点で
す。そして、その姿勢は、恩
ある方に対してはもちろん、
初めて会う方に対しても変わ
ることがありません。上人の
もとに相談に来る方に耳を傾
け、時に一緒に笑い、泣き、
その後のスケジュールのこと
などお構いなしに、助けを求
めにくる方に向き合おうとさ
れる。その姿勢は、規模や効
率が偏重されがちな時代にお
いて、改めて「どのように、
人と向き合い生きるのか」を
問いかけられているように感
じます。
　経済の発展とともに、多く
の国で少子化や世帯人数の減
少が進み、リアルでの人との
繋がりが薄まる一方で、デジ
タルでのコミュニケーション
が広がっており、人とのつな
がり、向き合い方にも大きな
変化が起きているのは周知の
事実でしょう。
　特に、世界一の人口国とな
りまだ人口拡大が進むインド
と、世界一の高齢国となり人
口が劇的に減少していく日本
では、それぞれの環境での、
悩ましい”人との関わりの変
化”へ向き合っていかなけれ

ております。何と向き合うに
おいても、今そこにあるその
対象に、想いをこめて正面か
ら向き合う。その姿勢がある
からこそ、「我」だけではな
く「他」への理解も生まれ、
結果、よりよい関係へと向か
っていけるのでは。
　ただ、目の前の物事に、想
いを込めてむきあっていく。
その大切さを、佐々井上人の
「ただ目の前の一人に命を使
う」姿勢からの学びとし、
日々の実践につなげるべく精
進してまいりたく思います。

佐々井秀嶺上人(2024年4月ナーグプルにて)

著者：小野龍光

1974年札幌生まれ。2022年インドにて得度。
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自己紹介
　私は2002年に東京医科歯科
大学歯学部を卒業し、同大学
大学院摂食機能制御学分野に
入学しました。春日井昇平先
生に師事し、学位論文を書き
上げました。大学院の同期に
は、現在ミャンマー・ヤンゴ
ン大学教授を務めるKyaw
Tint先生がいます。春日井先
生からは、常に世界で通用す
る医療を実践するようにとの
教えを受けました。大学院時
代には、同級生が口腔外科学
分野に在籍していたこともあ
り、前東京医科歯科大学口腔
外科学分野教授の小村健教授
の情熱に感銘を受けました。
その影響もあり、頻繁に情報
交換を行っていました。
　その後、埼玉県越谷市でせ
んげん台東口歯科を開業し、
医療法人育健会を設立しまし
た。2019年には、オーストラ
リアに臨床短期留学し、イン
ド系歯科医師のDr. Sujayに出
会いました。1980年代に人気
を博した「風雲！たけし城」
はインドでも人気があり、イ
ンドの人々に対する親近感が
深まりました。
アラビア海から見たインド
　私が現在暮らしているドバ
イは、インドに対する見方も
日本とは異なり、日本から見
る市場としてだけでなく、距

離が近いため人材の供給源と
しても重要視されています。
住民の多くはインド系やパキ
スタン系であり、インド系の
スーパーやレストラン、歯科
医院も多く見られますし、イ
ンド系の患者さんやドクター
に接する機会が多いです。
　パキスタンのウルドゥー語
とインドのヒンディー語は非
常に似ており、英語よりも意
思疎通に使われることが多い
です。宗教と政治によって区
別されていることを実感しま
す。
イスラム世界で暮らして
　ドバイはイスラム教国であ
るUAEの一首長国であり、イ
スラムの価値観や考え方が日
本の古い価値観に近いと感じ
ます。電車で女性や子供を先
に座らせるイスラム男性や、
富める者が貧しい人を助けよ
うとする助け合いの精神な
ど、少し前の日本で見た光景
をよく目にします。イスラム
教の価値観の一つにアルコー
ルや豚の成分の使用禁止があ
ります。この価値観を反映し
た飲食店や、許された食べ物
が存在します。様々な価値観
を許容し、受け入れる素地が
ある日本は、宗教色の強い
国々と比較して強みを持って
います。欧米系企業はキリス
ト教国であり、インド系企業

はヒンドゥー教を主にしてい
るため、中国企業との競争が
激化しますが、他者への尊重
や適応の面で日本には優位性
があると思います。
　現在、日本企業の協力のも
と、製品の開発に取り組んで
おり、様々な価値観を敬い、
適応できる新しい日本のビジ
ネスモデルの構築を目指して
います。
日印協会会員としての今後
　私はインドの口腔癌の問題
に興味を持ち、日印協会に入
会しました。口腔癌検査機開
発に携わった同級生のラジニ
ーシュさんとは、安倍前日印
協会会長主催の朝食会で出会
いました。そして、共にイン
ド製口腔癌検査装置の日本で
の実用化に向けて協力するこ
とになりました。
　菅会長のFICCIでの講演
後、タージマハルホテルに残
り、機材の確認やテストを見
学しました。その検査スピー
ドと正確性には驚愕しまし
た。直ちに原田教授に連絡
し、現在、東京医科歯科大学
大学院顎口腔外科分野の協力
のもと、臨床研究に向けて科
研費の申請を行っておりま
す。年内には公式発表できる
予定です。

医療法人社団育健会
理事長　伊藤 嘉洋
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株式会社ナベル
株式会社ニフコ
西村あさひ法律事務所
日印ビジネス支援協会株式会社
日産自動車株式会社
日精エー・エス・ビー機械株式会社
NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社

日本信号株式会社
株式会社ニトリホールディングス
日本経営ウイル税理士法人
株式会社 日本経済新聞社
公益財団法人日本交通公社
一般財団法人 日本国際協力センター
日本テレビ放送網株式会社
日本電気株式会社
日本放送協会
日本郵船株式会社
日本電子株式会社
野村不動産株式会社
野村ホールディングス株式会社
株式会社ノリタケカンパニーリミテド
ハイカル ジャパン
株式会社ハウラー
株式会社博報堂
株式会社 阪急交通社
阪和興業株式会社
パナソニックホールディングス株式会社
日立造船株式会社
株式会社日吉
株式会社ピーアイ・ジャパン
Beyond Next Ventures株式会社
株式会社BS日本
公益財団法人フォーリン・プレスセンター
富士通株式会社
株式会社フジテレビジョン
富士電機株式会社
国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学
前田建設工業株式会社
株式会社みずほ銀行
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社三井住友銀行
株式会社 三菱地所設計
三菱重工業株式会社
株式会社三菱UFJ銀行
森・濱田松本法律事務所
株式会社ヤクルト本社
株式会社安井建築設計事務所
ヤマハ発動機株式会社
ユーピーエルジャパン合同会社
読売新聞東京本社
ラリス株式会社
学校法人立命館
ロジスティード株式会社
YKK株式会社

2024年７月現在 (50音順)



《テーマ》
　未定（決まり次第、メールで連絡します）
 《講　師》
　未定（決まり次第、メールで連絡します）
 《日　時》
　2024年8月23日(金) 15時00分~16時30分
　(受付開始14時45分)
 《会　場》
　公益財団法人日印協会　会議室
　東京都千代田区麹町１−６　麹町保坂ビル 6階
《定　員》
　約18人※定員数になり次第、締切らせて頂きます。
《参加費》
　お茶菓子とお茶代　1,000円(当日現金)
《お申し込み》
　QRコードからお申し込みください。
　（※操作が不得手な方は、お電話でも承ります。）
　TEL: 03-6272-4408

日印協会からのご案内
日印協会主催「天竺茶話会」

TOPIC: INFORMATION

講師の方を招いて、あらかじめ決めたテーマで参加者
の方々と話し合うお茶会です。インド通の方、もっと
もっとインドについて知りたい方、インドについて詳
しくなりたい方、皆様のご参加をお待ちしておりま
す。どうぞお気軽にご参加ください。

※次号の『MJIA(エムジア)』は、
2024年9月20日(金)に発刊予定です。

本誌に掲載の寄稿は、執筆者のご意見•ご見解であり、
当協会の見解を反映するものではございません。






